
緑政局の誕生

港南区野庭団地（昭和53（1978）年）（橫浜市市史資料室所蔵）

　戦前、横浜市の公園を担当する部署は土

木局都市計画課公園係でした。戦後、建設

局公園課を経て昭和37（1962）年に計画局

公園課、さらに時代の要請に合わせ組織が

拡大し、昭和41（1966）年に計画局公園部

となりました。

　一方、戦前の農業担当部署は産業部農政

課で、戦後は経済局を経て昭和34（1959）

年に独立し農政局となります。昭和 3 3

（1958）年には専門職として造園職と農業

職が設けられ採用が始まりました。

　高度経済成長期になり、緑が急速に減少

する中、市は公園や緑地とともに農地を大都

市の環境形成に欠かせないオープンスペー

スとしてとらえ、農政局と計画局公園部を合

併させ、昭和46（1971）年に「緑政局」が誕

生しました。緑を総合的にとらえた緑政局の

誕生は当時としては非常に革新的でした。

　その後、緑政局は民有樹林地の保全や緑

化なども含め緑行政を多面的に展開してい

きました。

　平成17（2005）年の組織改編で緑政局

は下水道局や環境保全局と合併し環境創造

局となりました。

緑行政の一本化を目指して日本初「緑政局」誕生
　昭和30年代初頭から40年代の高度経済成長期の日本では、三大都

市圏を中心に地方から都心への大規模な人口流入が起こり、横浜でも

東京のベッドタウン化が進みました。昭和43（1968）年には人口が

200万人を突破し、昭和45（1970）年には、1年間で10万人以上の人

口（現在の西区の人口と同等以上）が増加しました。そのため、人口増

加にインフラ整備が追い付かず、大気汚染、水質汚濁、ごみの増加など

も大きな問題となっていました。

　緑行政に目を向けると、山林は無秩序に開発され、公園が不足する

一方、農地は宅地開発の波に追いやられようとしていました。当時市

は、農地を所管する農政局と公園を所管する都市計画局公園部が個別

に対応していましたが、こうした急速な社会状況に迅速かつ適切に対

応するためには、農地や公園といった枠を超え、「緑」を軸にひとつの

まとまった組織にすることが必要という意見が高まってきました。

　昭和46（1971）年、農政局と計画局公園部の合併により緑政局が誕

生しました。緑政局は、無秩序な市街化が進み急速に減少する緑に対

し、公園、緑地、農地等の緑に関することを総合的に扱い、都市環境の

形成に欠かせない緑やオープンスペースとして確保していこうという

革新的な発想から生まれました。

　また、緑の環境を保全する取組は、行政だけではなく、市民や事業者

もそれぞれの立場で持てる力を生かして、より一層の緑の環境をつく

り育てることが必要であることから、昭和48（1973）年に「緑の環境を

つくり育てる条例」が制定されました。都市における緑の重要性を高ら

かに宣言したこの条例は、今でも横浜の緑行政の基本となっています。

第3部

Column 04
　

緑
化
と
い
う
と
新
し
い
概
念
の
様
に

思
わ
れ
ま
す
が
、そ
の
歴
史
は
古
く
、戦

前
に
は
工
場
緑
化
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。大
正
期
に
横
浜
は
工
業
化

が
進
み
、湾
岸
に
は
大
規
模
工
場
が
集

積
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。昭
和
10
年

代
に
は
こ
れ
ら
の
工
場
の
従
業
員
の
就

労
環
境
改
善
を
目
的
に
、神
奈
川
県
の

指
導
に
よ
り
全
国
に
先
駆
け
た
積
極
的

な
緑
化
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
、高
度
経
済
成
長
に
伴
っ
て
公

害
が
社
会
問
題
化
す
る
と
、市
は
公
害

対
策
局（
現
在
の
環
境
創
造
局
環
境
保

全
部
）を
中
心
に
有
害
物
質
の
排
出
規

制
な
ど
の
対
策
に
乗
り
出
し
ま
す
。緑

政
局
で
も
緑
化
に
よ
る
工
場
の
周
辺
環

境
の
改
善
を
図
る
べ
く
、国
が
工
場
立

地
法
改
正（
昭
和
48（
1
9
7
3
）

年
）に
よ
り
同
種
の
規
制
を
設
け
る
の

と
同
時
期
に
、緑
の
環
境
を
つ
く
り
育

て
る
条
例
に
基
づ
く
「
緑
化
協
議
制

度
」
を
設
け
、企
業
に
敷
地
の
一
定
割
合

を
緑
化
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ま
し

た
。そ
の
後
、長
年
に
渡
る
企
業
の
努
力

に
よ
り
、湾
岸
部
の
工
場
地
帯
に
は
多

く
の
企
業
緑
地
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ

れ
ら
緑
地
は「
京
浜
の
森
づ
く
り
事

業
」の
よ
う
に
、市
民
に
身
近
に
感
じ
ら

れ
、生
物
多
様
性
保
全
に
も
貢
献
す
る

新
た
な
展
開
を
見
せ
て
い
ま
す
。本
制

度
は
平
成
16（
2
0
0
4
）年
に
一
般

建
築
物
も
対
象
と
な
る
な
ど
改
正
を

重
ね
、広
く
緑
の
街
並
み
や
景
観
を
つ

く
る
こ
と
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
。平
成
16（
2
0
0
4
）年
に
設

け
ら
れ
た
国
の
緑
化
地
域
制
度
を
市
は

平
成
21（
2
0
0
9
）年
に
導
入
し
ま

し
た
。

1850 1900 1950 2000

工
場
か
ら
始
ま
っ
た
民
有
地
緑
化
の
取
組

工場緑化の事例（JFEトンボみち / 鶴見区）

緑の環境をつくり育てる条例
　緑政局が誕生した昭和46（1971）年に、横

浜市は市が行う緑化対策事業をまとめた「横

浜市緑化対策事業基本要綱」を制定し「市民

の森」（P18）などの取組がスタートします。

　この取組をより一層進めるために昭和

48（1973）年に「緑の環境をつくり育てる

条例」が制定されました。この条例は当初

「緑の環境を守り育てる条例」として検討さ

れていました。しかし、真に条例の目的を

達成するためには守るだけでなく「つくる」

ことも重要として、この視点を加えて条例

化された経緯があります。

　そうした背景もあり、本条例には条例と

しては珍しく理念をうたった前文がありま

す。前文では、緑の環境の必要性、緑の環

境の当時の置かれている状況とともに横

浜を健康的でうるおいといこいのある住み

良い都市とするため、それぞれの立場で緑

の環境をつくり育てるとしています。

　本条例は通称「緑条例」として、公共施設

の緑化、地域の緑化、緑地や樹木の保存、

市民と行政との協定締結、工場の緑化、宅

地造成における緑化、苗木の供給といっ

た、現在も続く市の緑に関する制度の根拠

となっています。

緑の環境をつくり育てる条例
制定  昭和48年6月20日

条例第47号

（前文のみ抜粋）

 人間は、自然の一部であり、自然から離れては生存することができない。

豊かな樹木により形づくられている緑の環境は、市民が健康で快適な生

活を営み、こどもたちが活力にあふれ、情操豊かに育つためになくてはなら

ない存在である。しかるに、都市は、好むと好まざるとにかかわらず、反自

然的、人工的環境を現出させるものであり、ことに、近時の急激で無秩序

な都市化の波は、この傾向をさらに強め、現存する緑の環境を著しく破壊

しつつある。ここに、われわれは、それぞれの立場を生かし、おのおのの力

を結集して、緑の環境をつくり育てることにより、横浜を健康的でうるおいと

いこいのある住み良い都市とするため、この条例を制定する。 

急激な都市化：市街地が拡大する中で緑を守り、オープンスペースを確保

緑政局 総務部・緑政部・農政部・公園部 * *環境創造局へ統合前の体制

環境創造局

昭和 46(1971)年

平成 17(2005)年

市の緑政に関わる組織の変遷　　※各年とも 4月 1日時点

土木局 整地課

計画局 公園部 昭和 41(1966)年

計画局 計画部 公園課 昭和 37(1962)年

建設局 公園課 昭和 36(1961)年

建設局 計画課 公園係 昭和 23(1948)年

建設局 計画課 昭和 22(1947)年

復興局 計画課 昭和 21(1946)年

土木局 防空施設課 昭和 19(1944)年

土木局 都市計画課 公園係 昭和 15(1940)年

土木局 都市計画課 昭和 6(1931)年

土木局 公園課 昭和 4(1929)年

～昭和 3(1928)年

土木局 計画課 昭和 20(1945)年

農政局 昭和 34(1959)年

経済局 農政課 農業土木課 殖産課 昭和 31(1956)年

区役所に農政課を新設 昭和 25(1950)年

経済局 農政課 昭和 21(1946)年

経済部 農産課 殖産課 　昭和 19(1944)年

産業部 産業課 ～昭和 13(1938)年

経済局 農政課 殖産課 　昭和 25(1950)年

経済局 農産課 殖産課 　昭和 20(1945)年

産業部 農政課 　昭和 14(1939)年

経済部 農政課 　昭和 17(1942)年

農政部門公園部門
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